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閣

僚

来

日

� 

友
に
聞
か
れ
て
き
た 。
二
年一
は 、
別
の
閣
僚
ポ
ス
ト
を
務
め一
藤
紘一
官
房
長
官
と
会
食
し
な一

前 、
日
本
で
閲
か
れ
た
際
に一
て
い
た
郭
委
員
が 、
当
時
の
加一
が
ら一
公
式
に
会
談
し
た 。
一

民

間

フ

ォ

ー

ラ

ム

に

出

席

台
湾
行
政
院
の
政
務
委
員一
正
夫・
住
友
電
気
工
業
相
談
役

（
無
任
所
相
に
相
当）
三
人一
ら
が
十
八
日 、
記
者
会
見
し
て

が 、
二
十
八
日
か
ら
横
浜
市内一
明
ら
か
に
し
た 。
日
本と
台
湾

で
聞
か
れ
る
国
際
関
係
学
術
会一
が一
九
七
二
年
に
断
交
し
て

議
「
第
六
回
ア
ジ
ア・
オ
l

プ一
か
ら 、
現
職
閣
僚
が一
度
に
三

ン・
フ
ォ
ー
ラ
ム」
に
出席
す一
人
も
来
日
す
る
の
は
初
め
て

る
た
め
日
本
を
訪
れ
る 。
同
フ一
だ 。

ォ
l
ラ
ム
代
表
世話
人
の
中
嶋一

来
日
す
る
の
は 、
郭
腕
容 、

嶺
雄・

東京

一一
一
張
京育 、
黄
石
城
の
三
委員 。

台
湾の
対
中
国
民
間
窓
口組
織

の
トッ
プ 、
車十
恒
一同・
海
峡
交

流
基
金
会
理
事
長
が
団
長
の
代

表団
に
加
わ
る 。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は 、
外
交関

係
の
な
い
日
台
関
係
そ
民
間
レ

ベ
ル
で
補
う
た
め 、
学
者 、
文

佑
人 、
経
済
人
ら
が
番加
し
て

毎
年一
回 、
台
湾と
日
本
で
交

昨
年
人
間
ドッ
ク
を
受診
し
た

人
で
「
健
康」
と

診断さ
れ
た
人

は
二
割に
も
満
た
ず 、
こ
の
十
年

間
で
最
低
だっ
た
こ
と
が
尉
団
法

人・
日
本
病院
会
の
全
国
集
計
で

わ
かっ
た 。
受
診
者
の
八

割以上

で
何
ら
か
の
異
常
が
見つ
かっ
た

が 、
そ
の
中
で
は
肝臓
機
能
の
異

常
が
い
ち
ば
ん
多
く 、
十
年
前
の

二
倍以
上
に
なっ
て
い
た 。
二
十

日
か
ら
都
内
で
聞
か
れ
る
日
本
人

間
ドッ
ク
学会
で
発
表
す
る 。

全
国
の
七
百
四
十
九
の
施
設
で

受診
し
た
約
百
七
十
八
万
人
の
検

査
結
果
そ
集
計
し
た 。
そ
れ
に
よ

る
と 、
「
異
常
な
し」
と

診断さ

れ
た
人
は一
八
% 。
前
年
よ
り
二

官 、
集
計
を
始
め
た
十
年
前
広
比

べ
る
と
二一
間
も
低
かっ
た 。

見つ
かっ
た
県
常
項目
で
は 、

肝臓
機能
異
常
が
二
四
%
あ
り 、

陸態喜肝臓異常10年前の2.4倍
次
い
で
肥
満 、
腎
臓 、
ほ
う
と
う

障
害 、
血

糖値異
常 、
高
中
性
脂

肪 、
高コ
レ
ス
テロ
ー
ル
の
順だ

っ
た 。と

く
に
肝
臓
機
能
異
常 、
高
中

性
脂
肪 、
高コ
レ
ス
テロ
ー
ル
の

増
加
が
目
立
ち 、

肝臓
機
能
異
常

は
十
年
前
の
ニ・
四
倍だっ
た 。

乙
の
三
項目
の
異
常
は 、

女性
で

は
年
齢
と
共
に
増
え
て
い
た
が 、

男
性
で
は
四
十
｜

五

十嵐代が
最

も
多
かっ
た
が 、
六
十議
代
以
上

で
は
減っ
て
い
た 。

集
計結
果
を
分
析
し
た
牧
田
総

合

病院付属
検
診
セ
ン
ター
（
東

京）
の
笹
森
山内
雄
院長
は
「
六
十

歳
代
以
上
の
男性
で
肝臓
働能
な

ど
の
異
常
が
減っ
て
い
た
の
は 、

つ
き
あ
い
摘
や
不
規
則
な
食
事
が

減っ
た
た
め
で
は
な
い
か」
と
話

し
て
い
る 。

ゆき

行さん
山崎
署
員

nU

SE・E・東伊ひと
－

研
究
が
本
当
に
お
好
き
な
よ
う
で
す
ね

日本癌学会会長

「
好
き
好
き 、

絶対
に
好
活 。

外
で
の
講

演準備
の
た
め
だ 。
研

一・掛
か』
退
い
た
と
いっ
たっ
て 、

興
者
仲
間
か
ら
の
フ
ァ
クス
も
届

や
り
た
い
こ
と
も 、
や
ら
な
け
れ
く 。
「

和学者と
し
て
の
役目
は

ば
な
ら
な
い
と
と
も 、
た
く
さ
ん
ま
だ
残っ
て
い
る」
。

大
学
の
路

あ
る 。
そ
ん
な
に
簡単
に
く
た
ば

曹
や
事務
局
に
よ
れ
ば
「
大
学一

っ
て
た
ま
る
か」

の
元
気
回」
だ 。

病
到
学者
で
発
が
ん
性物
質
研

研
興
室
は
最
盛
期
六
十
人
の
ス

到の
柵
威 。
一
月
に
癌
（
が
ん）

タッ
フ
そ
抱
え 、

学会
で
は
「
伊

学会
長 、
コ一
月
に
名

古屋市立
大

策軍団」
と
呼
ば
れ
た 。
一
九
八

学
問置
に
就任
し
た 。
公立
大
学
協
三
年
に
論
文発
表
し 、
大
を
な
反

会
長 、
食
品
衛
生
関連
の
厚生
省
響
そ
呼
ん
だ
食
品
添
加
物
B
H
A

の
調
査
会
や
憩
般
会
の
座
長
も
引
そ
合
め 、
見つ
け
た
発
が
ん
性
物

き
受け 、
と
に
か
く
忙
し
い 。

質
は 、
十
数
種
に
の
ぼ
る 。

学
長
に
なっ
た
時 、
学
長
室
に

が
ん
は
ζ
の
十
数
年 、
遺
伝
子

も
う一
つ 、
机
を
持
ち
込
ん
だ 。

レベ
ル
な
ど
で
の
研
到
は
進
ん
だ

後
進
の
指導
や 、
来
年
も
続
く
海
が 、
依
然
と
し
て
死
因
の
トッ
プ

首

後
六
時
過
ぎ 、

参院予
算
委員

会
そ
終
え
て
国
会
か
ら
官
邸
に

専
用車
で
戻
る
際 、
通
常
の
正

面
入
り
口
そ
避
け
て 、
西
側
の

謀
口
か
ら
入っ
た 。
と
の
日 、

正
面
入
り
口
近
く
の
路
上
で

「
韓
国
『
従
軍慰
安婦』
被
害

者
の
会」
の
メ
ン
バ
ー

や
支
援

者
な
ど
が
首
相と
の
面
会
を
求

め
て
座
り
込
み
そ
続
け
て
い
た

た
め 、
混
乱
を
避
け
る
理
由
か

ら
と
み
ら
れ
る 。

村
山
富
市
首
相
は
十
八
日
午 相

徐
立
徳・
行
政
院
副
院
長

（
副
首相
に
相当）
の
広
島
ア

そ
占
め
て
い
る 。

「
か
つ
て
は
予
算
が
た
く
さ
ん

つ
く
か
らと 、
が
ん
の
研
究
ぞ
す

る
者
も
い
た 。
本
当
に
密鹿
児
役

立
つ
も
の
だっ
た
か
ど
う
か 、
過

去
の
研
兜
そ
振
り
返っ
て
反
省
す

べ
き
だ」

十
九
日
か
ら
名
古
屋
市
で
聞
く

癌
学
会
総
会
で
は 、
が
ん
予
防

ゃ 、
が
ん
に
か
か
り
に
く
い
暮
ら

し
方
そ
探
る
討
論
会
も
聞
く 。

「
が
ん
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
の
がベ
ス
ト
だ
が 、
か
か
る
な

ら 、
天
寿
そ
まっ
と
う
す
る
ま
で

発
病を
遅
ら
せ
る
乙
と
が
で
き
る

と
い
い 。
患
者
も
家
族
も
苦
し
み

が
少
な
く
て
す
む」

「
時
聞が
惜
し
い」
と 、
増
え

た
墓尽
出
張
も
日
帰
り
が
多
い 。

行
き
来
は
必
ず
十
五
分
ほ
ど
速
い

「
の
ぞ
み」
に
乗
る 。
で
も 、
本

当
の
理
由
は
「
釣
り
好
き
は
短
気

だっ
て
い
う
けど 、
ま
あ 、
僕
も

そ
れ
か
な」
。

文
・
伊
藤

写
真・
戸
村

真
登理

元
従
軍
慰
安
婦
避
け

裏
口
か
ら
官
邸
内
へ

官
邸
に
戻っ
た
首相
は 、
乙

の
点
そ
記
者
団
か
ら
質
問
さ

れ 、
「
（
元慰
安婦
ら
が
い
た

こ
と
そ）
知
ら
な
かっ
た 。
全

く
関
係
あ
り
ま
せ
ん」
と
語つ

F』0
JJ

 

「昔は昔はとかも もう枯れたとかいうのは絶対にイヤ」。65慮。

連
立
与
党
内
で
調盤
そ
進
め

て
い
る
被爆
者
援
護
法制
定
問

題
で 、

自民
党
の
森
喜
朗
幹
事

長
は
十
八
日 、
国
会
内
で
記
者

会
見
し 、
法
県
民
「
国
家
補

償」
の
文
醤
そ盛
り
込
む
こ
と

に
つ
い
て 、
「
（一
般
の
戦
災

者
と
区
別
す
る）
き
ち
ん
と
し

た
枠
組
み
を
作
る
の
に
は
ど
う

い
う
方法
が
い
い
か
検
討
し
て

い
る」
と
述べ 、
慎
盟
な
姿
勢

そ
示
し
た 。
法
案
に
「
国
家
補

償」
そ
明
文
佑
す
る
と
と
に
つ

い
て
党内
に
反対
が
強
い
こ
と

か
ら 、
執
行
部
は
「
国
家
補

償」
に
代
わ
る
雷
襲
で
社
会
党

ジ
ア
大
会
出
席
を
め
ぐ
っ
て

は 、
中
国
は
「
中
日
共
同
声
明

広
反
す
る
も
の
だ」
な
ど
と 、

副
院長
の
入
国
を
認
め
た
日
本

政
府
を
強
く
批
判
し
た 。
し
か

し 、
中
嶋
教
授
は
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
台
椅閣
僚
の
参加
は
前

例
が
あ
り 、

民間
の
知
的
交
流

の
場へ
の
出
席
で
あ
る
の
で 、

問
題
は
な
い」
と
話
し
て
い

る 。

J

台
湾
問
僚
の
来
日
は
今
年
す

で
に
五
人
に
の
ぼ
り 、
二
十
二

日
か
ら
大
阪
で
開
か
れ
る
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済協
力
含
議
（
A

告昼

皇宮
被
爆
者
擾
護
法
で
自
民

こ
か
ら
四
分
の
三
そ
韓
国
が
負

担 、
「
残り
は
日
本
に
期
待
し

P
E
C）
関
連
の
会
合
応 、
江

丙
坤
経
済部
長が
出
席
を
予定一

し
て
い
る
な
ど 、
来
日
ラッ
シ一

ユ
が
続
い
て
い
る 。
一
方 、
九一

二
年
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は 、
一

オ
ブ
ザ
ーバ
ー
そ
派遣
し
た
中一－

国
側
は
出
席
を
断っ
て
い
る 。
一

徐
副
院
長
の
来
日へ
の
抗議
と一

も
み
ら
れ 、
日
台

交流民
神
経一

質
に
なっ
て
い
る
中
聞
が
今
後一・

ど
の
よ
う
な
態
度
に
出
る
か
が

注
目
さ
れ
る 。

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
か
な
ど

そ
検
討
し
て
い
る 。

国’

同
日
の
自民
党
五
役
会
議
で
蒔

は
加
藤
紘一
政調
会
長
は 、
厚
甲

相
の
諮
問
機
関
「
原
爆
被雌
者
押

対
策
基
本
問
題
蝦
談
会」
が一
同

九
八
O
年
に
示
し
た
「
広
い
・耳
目

昧
で
の
国
家
補償
の
見
地
に
立
叩

っ
て
対
策
そ
講
じ
る
べ
き
だ」
F

と
い
う
報
告
に
言
及し 、
「
報申

告
の
考
え
方
を 、
法
集
以
外
で
岬

ど
う
生
か
せ
る
か
と
い
う
考
え
”

が 、
党
円議
論
の
大
勢
を
占
め目

て
い
る」
と
説
明 。
法
裂
は
雌
一昨

り
込
む
こ
と
が
困
難
と
の
認
識
聞

を
示
し
た 。

明

ま
た
同
日 、
自
民
党
本
部
で
叩

聞
か
れ
た
党
社
会
部
会
は 、
－

「
国
家
補
償」
の
法
集へ
の
明下

記
は
認
め
ら
れ
な
い 、
と
い
う

意
見
で一
致
し
た 。

台湾３閣僚来日へ　民間フォーラムに出席　朝日新聞-1994.10.19


